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はじめに 
　ネットワークアプリケーションは、ネットワークにある一定の品質を要求することが多く、

劣悪なネットワーク環境では動作が不安定になる．アプリケーション開発提供者側としては、

ネットワークの品質が劣化した場合、どの程度までアプリケーションの動作が担保されるのか、

またその保証限界を越えた場合、そのアプリケーションはどのような動作に陥るのか、を出荷

前に把握しておく必要がある．とはいえ、実環境でオンデマンドで劣悪なインターネット環境

を実現するのは困難であり、実環境の代わりにネットワークエミュレータで検証することにな

る． このネットワークエミュレータは一般的に高価であるが、一方で、例えば遅延が 1ミリ

秒前後の精度であれば、汎用コンピュータ上の非リアルタイム OS上で動作するソフトウェア

で実現する努力も行われている．Linux上で動作する代表的なエミュレーションソフトとして、

Lenet[1]や Linee[2]があげられる．Lenetは Linux上での操作利便性が優れたソフトウェアで

ある。我々も Lineeのユーザの利便性を改善すべく、さらに Windows上で実装したオープンソー

スのイーサネットエミュレータ Wlineeを開発している．本件では、このソフトを使ってネッ

トワーク劣化を起こし、ファイル転送や VoIPアプリケーションに対してどのような影響をあ

たえるのかをデモする．

デモ概要
　我々の開発したエミュレータソフトウェア Wlineeは、NICを２つ持つ Windowsパソコンで動

作する．その両側に、アプリケーションの動作するコンピュータを接続した 3台構成のデモ環

境を用意する．両端のコンピュータではアプリケーションとして ftpや Voip転送を行い、エミュ

レータでは回線に擾乱をあたえ、それがアプリケーションに対してどのような影響を及ぼすの

かを検証する．ftpのデモでは、遅延の過大による TCPスロースタートの様子や、遅延による

TCP性能劣化の様子が見られる．

ソフト概要
　エミュレータソフトウェア Wlineeは、オープンソースの Winpcapを利用する．これは 

Wiresharkなどのネットワークアナライザにも利用されている有名なドライバ、ライブラリで

ある．我々はこの上に、イーサネット転送エンジン（engine.dll)を C言語で開発した．この

エンジンでは、フレーム転送中に、フレームのランダム廃棄、バースト廃棄、フレーム転送遅

延、及びポリシングによる帯域制限を行う．この擾乱の特性のパラメータを GUIで指定するこ

とができる．この GUI(wlinee.exe)は C#言語で開発されている． wlinee.exe と engine.dllは

ソースコード付きでオープンソースとして公開する予定である．
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